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定期広告

営業活動のお役に立つ
新製品・施工等のＰＲに

少ない予算で
大きな効果

掲載サイズ
原稿等は御相談承ります。

下記までご連絡ください
TE L 025-224-3321
FAX 025-224-5534

藤
井
聡
太
八
冠

藤
井
聡
太
八
冠

強
さ
の
理
由

強
さ
の
理
由

▼
第
▼
第
5151
回
将
回
将

棋
大
賞
表
彰

棋
大
賞
表
彰

式
が
４
月

式
が
４
月
1818

日
、
東
京
・

日
、
東
京
・

将
棋
会
館
で

将
棋
会
館
で

執
り
行
わ
れ

執
り
行
わ
れ

た
。
史
上
初
と
な
る
、
将

た
。
史
上
初
と
な
る
、
将

棋
界
八
大
タ
イ
ト
ル
全
冠

棋
界
八
大
タ
イ
ト
ル
全
冠

制
覇
を
達
成
し
た
藤
井
聡

制
覇
を
達
成
し
た
藤
井
聡

太
八
冠
が
、
４
年
連
続
４

太
八
冠
が
、
４
年
連
続
４

回
目
の
最
優
秀
棋
士
賞
を

回
目
の
最
優
秀
棋
士
賞
を

受
賞
し
た
。
ど
こ
ま
で
記

受
賞
し
た
。
ど
こ
ま
で
記

録
を
更
新
で
き
る
の
か
、

録
を
更
新
で
き
る
の
か
、

今
後
の
動
向
に
も
注
目
が

今
後
の
動
向
に
も
注
目
が

集
ま
る
▼
藤
井
八
冠
が
な

集
ま
る
▼
藤
井
八
冠
が
な

ぜ
こ
ん
な
に
も
強
い
の

ぜ
こ
ん
な
に
も
強
い
の

か
。
最
新
式
の
Ａ
Ｉ
（
人

か
。
最
新
式
の
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
を
活
用
し
、
研

工
知
能
）
を
活
用
し
、
研

究
し
て
い
る
か
ら
強
い
、

究
し
て
い
る
か
ら
強
い
、

と
い
う
意
見
が
多
い
が
、

と
い
う
意
見
が
多
い
が
、

理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
、

い
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
、

Ａ
Ｉ
を
研
究
に
取
り
入
れ

Ａ
Ｉ
を
研
究
に
取
り
入
れ

る
こ
と
は
当
た
り
前
で
、

る
こ
と
は
当
た
り
前
で
、

藤
井
八
冠
だ
け
が
特
別
に

藤
井
八
冠
だ
け
が
特
別
に

活
用
し
て
い
る
わ
け
で
は

活
用
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
藤
井
八
冠
が
強
い

な
い
。
藤
井
八
冠
が
強
い

理
由
の
一
つ
に
、
基
礎
能

理
由
の
一
つ
に
、
基
礎
能

力
が
ず
ば
ぬ
け
て
高
い
、

力
が
ず
ば
ぬ
け
て
高
い
、

と
い
う
点
が
あ
る
▼
「
詰

と
い
う
点
が
あ
る
▼
「
詰

将
棋
解
答
選
手
権
」
と
い

将
棋
解
答
選
手
権
」
と
い

う
大
会
が
あ
る
。
詰
め
将

う
大
会
が
あ
る
。
詰
め
将

棋
の
解
答
力
日
本
一
を
決

棋
の
解
答
力
日
本
一
を
決

め
る
も
の
で
、
チ
ャ
ン
ピ

め
る
も
の
で
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
戦
で
は
プ
ロ
棋
士
で

オ
ン
戦
で
は
プ
ロ
棋
士
で

も
全
問
正
解
が
難
し
く
、

も
全
問
正
解
が
難
し
く
、

3030
手
を
超
え
る
超
難
問
も

手
を
超
え
る
超
難
問
も

出
題
さ
れ
る
。
２
０
１
５

出
題
さ
れ
る
。
２
０
１
５

年
の
第

年
の
第
1212
回
大
会
で
は
、

回
大
会
で
は
、

当
時
小
学
６
年
生
だ
っ
た

当
時
小
学
６
年
生
だ
っ
た

藤
井
八
冠
が
単
独
満
点
優

藤
井
八
冠
が
単
独
満
点
優

勝
を
果
た
し
て
い
る
。
他

勝
を
果
た
し
て
い
る
。
他

の
プ
ロ
棋
士
た
ち
を
抑

の
プ
ロ
棋
士
た
ち
を
抑

え
、
小
学
生
が
優
勝
す
る

え
、
小
学
生
が
優
勝
す
る

と
は
想
定
外
の
出
来
事

と
は
想
定
外
の
出
来
事

だ
っ
た
。
以
後
、
第

だ
っ
た
。
以
後
、
第
1313
回回

〜〜
1616
回
大
会
と
優
勝
し
て

回
大
会
と
優
勝
し
て

お
り
、
史
上
初
の
５
連
覇

お
り
、
史
上
初
の
５
連
覇

を
成
し
遂
げ
た
▼
詰
め
将

を
成
し
遂
げ
た
▼
詰
め
将

棋
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
例
え

棋
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
例
え

る
な
ら
ば
走
り
込
み
な

る
な
ら
ば
走
り
込
み
な

ど
、
地
道
で
地
味
な
基
礎

ど
、
地
道
で
地
味
な
基
礎

練
習
の
よ
う
な
も
の
だ
。

練
習
の
よ
う
な
も
の
だ
。

藤
井
八
冠
は
子
ど
も
の
頃

藤
井
八
冠
は
子
ど
も
の
頃

か
ら
詰
め
将
棋
に
取
り
組

か
ら
詰
め
将
棋
に
取
り
組

み
、
何
度
も
何
度
も
繰
り

み
、
何
度
も
何
度
も
繰
り

返
し
課
題
に
向
き
合
い
、

返
し
課
題
に
向
き
合
い
、

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

練
習
し
て
い
た
。
そ
れ
が

練
習
し
て
い
た
。
そ
れ
が

今
の
戦
績
に
つ
な
が
っ
て

今
の
戦
績
に
つ
な
が
っ
て

い
る
▼
い
く
ら
才
能
が

い
る
▼
い
く
ら
才
能
が

あ
っ
て
も
、
最
新
式
の
道

あ
っ
て
も
、
最
新
式
の
道

具
が
あ
っ
て
も
、
土
台
と

具
が
あ
っ
て
も
、
土
台
と

な
る
基
礎
能
力
が
な
け
れ

な
る
基
礎
能
力
が
な
け
れ

ば
使
い
こ
な
す
事
は
で
き

ば
使
い
こ
な
す
事
は
で
き

な
い
。
藤
井
八
冠
を
見
習

な
い
。
藤
井
八
冠
を
見
習

い
、
基
礎
を
お
ざ
な
り
に

い
、
基
礎
を
お
ざ
な
り
に

し
な
い
よ
う
、
い
つ
ま
で

し
な
い
よ
う
、
い
つ
ま
で

も
気
を
付
け
て
い
き
た
い
。

も
気
を
付
け
て
い
き
た
い
。

  

（
群
馬
・
Ｎ
Ｔ
）

（
群
馬
・
Ｎ
Ｔ
）

建
物
構
造
は
Ｓ
造
２
階
建

建
物
構
造
は
Ｓ
造
２
階
建

て
、
１
階
が
床
面
積
４
３
１

て
、
１
階
が
床
面
積
４
３
１

８
㎡
、２
階
は
２
１
６
７
㎡
。

８
㎡
、２
階
は
２
１
６
７
㎡
。

基
礎
は
Ｔ
Ｎ
Ｆ
工
法
を
採
用

基
礎
は
Ｔ
Ｎ
Ｆ
工
法
を
採
用

し
工
期
短
縮
を
図
っ
た
。
倉

し
工
期
短
縮
を
図
っ
た
。
倉

庫
部
分
の
高
さ
は
約

庫
部
分
の
高
さ
は
約
2121
・
１
・
１

ｍ
で
３
６
３
０

ｍ
で
３
６
３
０
のの
パ
レ
ッ
ト

パ
レ
ッ
ト

を
管
理
す
る
自
動
倉
庫
機
能

を
管
理
す
る
自
動
倉
庫
機
能

を
備
え
る
。
倉
庫
の
自
動
化

を
備
え
る
。
倉
庫
の
自
動
化

に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
人

に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
人

員
を
３
割
削
減
し
た
。

員
を
３
割
削
減
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
強
化
へ
無

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
強
化
へ
無

停
電
電
源
装
置
や
自
家
発
電

停
電
電
源
装
置
や
自
家
発
電

装
置
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど

装
置
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど

も
設
置
し
災
害
に
強
い
物
流

も
設
置
し
災
害
に
強
い
物
流

体
制
を
構
築
。
ト
ラ
ッ
ク
ド

体
制
を
構
築
。
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
待
機
時
間
削
減

ラ
イ
バ
ー
の
待
機
時
間
削
減

に
向
け
た
予
約
シ
ス
テ
ム
も

に
向
け
た
予
約
シ
ス
テ
ム
も

本
格
導
入
し
労
働
環
境
の
改

本
格
導
入
し
労
働
環
境
の
改

善
に
も
注
力
す
る
。

善
に
も
注
力
す
る
。

新
潟
県
は

新
潟
県
は
2424
日
、
ア
イ

日
、
ア
イ

チ
ュ
ー
ザ
ー（
東
京
都
港
区
）

チ
ュ
ー
ザ
ー（
東
京
都
港
区
）

と
太
陽
光
発
電
設
備
等
共
同

と
太
陽
光
発
電
設
備
等
共
同

購
入
に
関
す
る
協
定
を
締
結

購
入
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
。
県
内
で
の
太
陽
光
発

し
た
。
県
内
で
の
太
陽
光
発

電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
の
普

電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
の
普

及
促
進
を
図
る
た
め
、
同
社

及
促
進
を
図
る
た
め
、
同
社

が
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

が
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

希
望
者
を
募
り
、
共
同
購

希
望
者
を
募
り
、
共
同
購

入
・
設
置
す
る
こ
と
で
、
導

入
・
設
置
す
る
こ
と
で
、
導

入
設
置
に
係
る
費
用
を
削
減

入
設
置
に
係
る
費
用
を
削
減

す
る
。
県
で
は
、
市
町
村
と

す
る
。
県
で
は
、
市
町
村
と

連
携
し
て
太
陽
光
発
電
の
有

連
携
し
て
太
陽
光
発
電
の
有

効
性
を
広
報
し
導
入
促
進
を

効
性
を
広
報
し
導
入
促
進
を

図
る
。

図
る
。

同
社
で
は
、

同
社
で
は
、
2525
日
か
ら
共

日
か
ら
共

同
購
入
希
望
者

同
購
入
希
望
者

の
参
加
登
録
の

の
参
加
登
録
の

受
け
付
け
を
開

受
け
付
け
を
開

始
し
、
８
月

始
し
、
８
月
1414

日
ま
で
募
集
し

日
ま
で
募
集
し

て
い
る
。
見
積

て
い
る
。
見
積

も
り
や
調
査
な

も
り
や
調
査
な

ど
を
経
て
最
終

ど
を
経
て
最
終

的
な
事
業
へ
の

的
な
事
業
へ
の

参
加
者
数
を
決

参
加
者
数
を
決

定
す
る
。
ま
た

定
す
る
。
ま
た

施
工
者
に
つ
い

施
工
者
に
つ
い

て
も
て
も
2626
日
ま
で
公
募
し
、
５

日
ま
で
公
募
し
、
５

月月
2828
日
に
入
札
を
執
行
す

日
に
入
札
を
執
行
す

る
。
設
置
工
事
に
つ
い
て
は

る
。
設
置
工
事
に
つ
い
て
は

1010
月
ご
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
る

月
ご
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
る

見
通
し
。
同
社
に
よ
る
と
、

見
通
し
。
同
社
に
よ
る
と
、

参
加
希
望
登
録
と
し
て
１
０

参
加
希
望
登
録
と
し
て
１
０

０
０
件
程
度
を
想
定
し
て
い

０
０
件
程
度
を
想
定
し
て
い

る
。
る
。同

事
業
に
つ
い
て
、
ア
イ

同
事
業
に
つ
い
て
、
ア
イ

チ
ュ
ー
ザ
ー
の
藤
井
俊
嗣
社

チ
ュ
ー
ザ
ー
の
藤
井
俊
嗣
社

長
は
、「
共
同
購
入
と
い
う

長
は
、「
共
同
購
入
と
い
う

独
自
の
仕
組
み
で
太
陽
光
パ

独
自
の
仕
組
み
で
太
陽
光
パ

ネ
ル
・
蓄
電
池
の
販
売
・
施

ネ
ル
・
蓄
電
池
の
販
売
・
施

工
の
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化

工
の
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化

し
、
従
来
の
一
般
的
な
販
売

し
、
従
来
の
一
般
的
な
販
売

施
工
手
法
で
か
か
っ
て
い
た

施
工
手
法
で
か
か
っ
て
い
た

営
業
や
広
告
な
ど
の
費
用
が

営
業
や
広
告
な
ど
の
費
用
が

削
減
で
き
る
。
行
政
と
し
て

削
減
で
き
る
。
行
政
と
し
て

の
脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
加

の
脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
加

え
、
地
域
の
事
業
者
が
施
工

え
、
地
域
の
事
業
者
が
施
工

案
件
を
受
注
で
き
る
地
域
経

案
件
を
受
注
で
き
る
地
域
経

済
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ

済
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ

る
。
さ
ら
に
県
民
の
皆
さ
ま

る
。
さ
ら
に
県
民
の
皆
さ
ま

に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電

に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電

池
の
設
置
金
額
の
削
減
と

池
の
設
置
金
額
の
削
減
と

い
っ
た
、
経
済
的
な
影
響
を

い
っ
た
、
経
済
的
な
影
響
を

自
動
車
部
品
輸
送
を
中
心

自
動
車
部
品
輸
送
を
中
心

に
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

に
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
日
精
サ
ー
ビ
ス
（
小
林
智

る
日
精
サ
ー
ビ
ス
（
小
林
智

行
社
長
、長
岡
市
）
は

行
社
長
、長
岡
市
）
は
2323
日
、
日
、

新
物
流
倉
庫
「
長
岡
ロ
ジ
ス

新
物
流
倉
庫
「
長
岡
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
竣

テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
竣

工
式
典
を
開
催
し
た
。
５
月

工
式
典
を
開
催
し
た
。
５
月

７
日
か
ら
稼
働
を
開
始
す

７
日
か
ら
稼
働
を
開
始
す

る
。
設
計
・
施
工
は
笠
原
建

る
。
設
計
・
施
工
は
笠
原
建

設
が
一
括
し
て
請
け
負
っ

設
が
一
括
し
て
請
け
負
っ

た
。
た
。場

所
は
長
岡
市
北
陽
３
丁

場
所
は
長
岡
市
北
陽
３
丁

目
２
０
２
１

目
２
０
２
１

－－

1010
地
内
の
敷

地
内
の
敷

地
７
９
２
１
㎡
。
長
岡
下
々

地
７
９
２
１
㎡
。
長
岡
下
々

条
工
業
団
地
内
に
位
置
し
、

条
工
業
団
地
内
に
位
置
し
、

西
側
に
国
道
８
号
・
長
岡
東

西
側
に
国
道
８
号
・
長
岡
東

バ
イ
パ
ス
、
北
側
は
北
陸
自

バ
イ
パ
ス
、
北
側
は
北
陸
自

動
車
道
・
中
之
島
見
附
Ｉ

動
車
道
・
中
之
島
見
附
Ｉ

Ｃ
、
東
側
に
は
長
岡
北
ス

Ｃ
、
東
側
に
は
長
岡
北
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
近

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
近

く
、
各
方
面
へ
ア
ク

く
、
各
方
面
へ
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
好
立

セ
ス
し
や
す
い
好
立

地
。新
施
設
の
稼
働
に
併
せ
、

地
。新
施
設
の
稼
働
に
併
せ
、

県
内
県
内
1515
カ
所
に
設
け
て
い
た

カ
所
に
設
け
て
い
た

物
流
拠
点
を
５
カ
所
に
集
約

物
流
拠
点
を
５
カ
所
に
集
約

し
た
。

し
た
。

小
林
社
長
は
「
施
設
が
無

小
林
社
長
は
「
施
設
が
無

事
に
竣
工
し
、
関
係
各
位
に

事
に
竣
工
し
、
関
係
各
位
に

は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
。
新
し
い
施
設
の
強
み
を

る
。
新
し
い
施
設
の
強
み
を

生
か
し
最
適
な
物
流
サ
ー
ビ

生
か
し
最
適
な
物
流
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」

ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
セ
レ
モ
ニ
ー

と
あ
い
さ
つ
。
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
日
本
精
機
の
佐
藤
浩
一

で
は
日
本
精
機
の
佐
藤
浩
一

社
長
や
施
工
者
の
鈴
木
秀
城

社
長
や
施
工
者
の
鈴
木
秀
城

社
長
（
笠
原
建
設
）
と
と
も

社
長
（
笠
原
建
設
）
と
と
も

に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

竣
工
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

竣
工
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
。
た
。

出
水
期
に
備
え
て
水
防
連
絡

出
水
期
に
備
え
て
水
防
連
絡

会
の
本
年
度
総
会
を
開
催

会
の
本
年
度
総
会
を
開
催

し
、
信
濃
川
下
流
域
沿
線
の

し
、
信
濃
川
下
流
域
沿
線
の

関
係
機
関
が
情
報
共
有
を

関
係
機
関
が
情
報
共
有
を

図
っ
た
。

図
っ
た
。

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事

業
報
告
や
本
年
度
の
事
業
計

業
報
告
や
本
年
度
の
事
業
計

画
、
重
点
水
防
箇
所
な
ど
を

画
、
重
点
水
防
箇
所
な
ど
を

確
認
。
本
年
度
は
５
月

確
認
。
本
年
度
は
５
月
1515
日日

に
洪
水
対
応
演
習
を
実
施
す

に
洪
水
対
応
演
習
を
実
施
す

る
ほ
か

る
ほ
か
2626
日
に
は
三
条
防
災

日
に
は
三
条
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
総
合
水
防

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
総
合
水
防

演
習
を
開
催
す
る
。

演
習
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
の

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
の

影
響
と
し
て
信
濃
川
本
川
で

影
響
と
し
て
信
濃
川
本
川
で

は
、
堤
防
５
カ
所
で
大
き
な

は
、
堤
防
５
カ
所
で
大
き
な

変
状
が
発
生
し
、
早
期
の
復

変
状
が
発
生
し
、
早
期
の
復

旧
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

旧
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

い
る
ほ
か
、
中
ノ
口
川
で
は

い
る
ほ
か
、
中
ノ
口
川
で
は

被
災
箇
所
の
災
害
査
定
を
終

被
災
箇
所
の
災
害
査
定
を
終

え
、
復
旧
工
事
に
向
け
た
準

え
、
復
旧
工
事
に
向
け
た
準

備
を
行
っ
て
お
り
、
被
災
箇

備
を
行
っ
て
お
り
、
被
災
箇

所
に
つ
い
て
は
重
要
水
防
箇

所
に
つ
い
て
は
重
要
水
防
箇

所
に
指
定
し
た
こ
と
が
説
明

所
に
指
定
し
た
こ
と
が
説
明

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

信
濃
川
下
流
河
川
の
内
田

信
濃
川
下
流
河
川
の
内
田

剛
二
所
長
は
「
今
年
は
、
信

剛
二
所
長
は
「
今
年
は
、
信

濃
川
支
川
の
五
十
嵐
川
、
刈

濃
川
支
川
の
五
十
嵐
川
、
刈

谷
田
川
で
堤
防
が
決
壊
し
甚

谷
田
川
で
堤
防
が
決
壊
し
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
新
潟

大
な
被
害
が
発
生
し
た
新
潟

福
島
豪
雨
か
ら

福
島
豪
雨
か
ら
2020
年
の
節
目

年
の
節
目

と
な
る
。
過
去
の
教
訓
を
生

と
な
る
。
過
去
の
教
訓
を
生

か
し
、
い
つ
来
て
も
お
か
し

か
し
、
い
つ
来
て
も
お
か
し

く
な
い
と
い
う
意
識
で
備
え

く
な
い
と
い
う
意
識
で
備
え

る
こ
と
が
重
要
」
と
し
た
。

る
こ
と
が
重
要
」
と
し
た
。

北
陸
地
方
整
備
局
信
濃
川

北
陸
地
方
整
備
局
信
濃
川

下
流
河
川
事
務
所
は

下
流
河
川
事
務
所
は
2424
日
、
日
、

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
方

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
方

良
し
の
事
業
で
あ
る
」
と
説

良
し
の
事
業
で
あ
る
」
と
説

明
。
今
後
の
入
札
に
も
よ
る

明
。
今
後
の
入
札
に
も
よ
る

が
、
他
の
事
例
で
は
一
般
的

が
、
他
の
事
例
で
は
一
般
的

な
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

な
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

よ
り
も
、
２
割
程
度
設
置
費

よ
り
も
、
２
割
程
度
設
置
費

用
を
抑
え
ら
れ
た
と
い
う
。

用
を
抑
え
ら
れ
た
と
い
う
。

同
日
に
行
わ
れ
た
協
定
締

同
日
に
行
わ
れ
た
協
定
締

結
式
で
、
花
角
英
世
知
事
は

結
式
で
、
花
角
英
世
知
事
は

「
残
念
な
が
ら
新
潟
県
で
の

「
残
念
な
が
ら
新
潟
県
で
の

太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
は

太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
は

全
国
平
均
か
ら
遅
れ
て
い

全
国
平
均
か
ら
遅
れ
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上

昇
す
る
中
で
、
太
陽
光
発
電

昇
す
る
中
で
、
太
陽
光
発
電

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
費
用
を
抑

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
費
用
を
抑

え
る
経
済
的
な
意
味
で
も
、

え
る
経
済
的
な
意
味
で
も
、

将
来
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

将
来
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
を
目
指
す
意
味

ト
ラ
ル
社
会
を
目
指
す
意
味

で
も
重
要
な
こ
と
。
県
内
に

で
も
重
要
な
こ
と
。
県
内
に

お
け
る
太
陽
光
発
電
の
促
進

お
け
る
太
陽
光
発
電
の
促
進

へ
一
緒
に
協
力
し
な
が
ら
進

へ
一
緒
に
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

め
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

新
潟
労
働
局
は
、
竹
田
工

新
潟
労
働
局
は
、
竹
田
工

務
店
（
新
潟
市
）
を
、
も
に

務
店
（
新
潟
市
）
を
、
も
に

認
定
す
る
制
度
。
県
内
の
認

認
定
す
る
制
度
。
県
内
の
認

定
企
業
は
竹
田
工
務
店
を
含

定
企
業
は
竹
田
工
務
店
を
含

め
て
め
て
1313
社
と
な
る
。

社
と
な
る
。

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
は
、

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
は
、

若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極

若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極

的
で
、
離
職
率
、
所
定
外
労

的
で
、
離
職
率
、
所
定
外
労

働
時
間
、
有
給
休
暇
な
ど
が

働
時
間
、
有
給
休
暇
な
ど
が

優
良
で
一
定
の
要
件
を
満
た

優
良
で
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
に
厚
生
労
働
大
臣
が

す
場
合
に
厚
生
労
働
大
臣
が

認
定
す
る
。
ユ
ー
ス
エ
ー
ル

認
定
す
る
。
ユ
ー
ス
エ
ー
ル

企
業
認
定
を
受
け
る
と
若
者

企
業
認
定
を
受
け
る
と
若
者

の
採
用
、
育
成
に
積
極
的
な

の
採
用
、
育
成
に
積
極
的
な

優
良
企
業
と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き

優
良
企
業
と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き

る
ほ
か
、
就
職
面
接
会
な
ど

る
ほ
か
、
就
職
面
接
会
な
ど

の
参
加
案
内
、
関
係
助
成
金

の
参
加
案
内
、
関
係
助
成
金

の
加
算
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

の
加
算
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
県
内
で
は

あ
る
。
県
内
で
は
5353
社
が
認

社
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。

定
さ
れ
て
い
る
。

す
認
定
（
障
害
者
雇
用
の
促

す
認
定
（
障
害
者
雇
用
の
促

進
お
よ
び
雇
用
安
定
に
関
す

進
お
よ
び
雇
用
安
定
に
関
す

る
優
良
中
小
企
業
認
定
）、

る
優
良
中
小
企
業
認
定
）、

品
田
総
合
設
備
設
計
（
長
岡

品
田
総
合
設
備
設
計
（
長
岡

市
）
と
吉
田
組
（
三
条
市
）

市
）
と
吉
田
組
（
三
条
市
）

を
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
（
若

を
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
（
若

者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
認

者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
認

定
）
企
業
と
し
た
。

定
）
企
業
と
し
た
。
3030
日
に
日
に

は
、
認
定
通
知
書
の
交
付
式

は
、
認
定
通
知
書
の
交
付
式

が
執
り
行
わ
れ
る
。

が
執
り
行
わ
れ
る
。

も
に
す
認
定
は
、
障
害
者

も
に
す
認
定
は
、
障
害
者

雇
用
の
促
進
お
よ
び
雇
用
の

雇
用
の
促
進
お
よ
び
雇
用
の

安
定
に
関
す
る
取
り
組
み
の

安
定
に
関
す
る
取
り
組
み
の

実
施
状
況
な
ど
が
優
良
な
中

実
施
状
況
な
ど
が
優
良
な
中

小
企
業
を
厚
生
労
働
大
臣
が

小
企
業
を
厚
生
労
働
大
臣
が

五
泉
市

■
川
口
商
店
（
五
泉
市
土

■
川
口
商
店
（
五
泉
市
土

深
６
３
６
）
＝
①
㈲
川
口
商

深
６
３
６
）
＝
①
㈲
川
口
商

店
倉
庫
解
体
工
事
②
五
泉
市

店
倉
庫
解
体
工
事
②
五
泉
市

土
深
６
２
７
③
倉
庫
④
平
屋

土
深
６
２
７
③
倉
庫
④
平
屋

建
て
、
床
面
積
７
６
０
・

建
て
、
床
面
積
７
６
０
・
3838

㎡
⑤
テ
ッ
ク
関
屋
（
新
潟
市

㎡
⑤
テ
ッ
ク
関
屋
（
新
潟
市

南
区
東
萱
場
）
⑥
３
月

南
区
東
萱
場
）
⑥
３
月
1616
日日

〜
６
月

〜
６
月
2222
日日

■
山
隆
リ
コ
ム
（
五
泉
市

■
山
隆
リ
コ
ム
（
五
泉
市

三
本
木
２

三
本
木
２

－－

１１

－－

４
）
＝
①

４
）
＝
①

平
屋
建
て
木
造
倉
庫
解
体
工

平
屋
建
て
木
造
倉
庫
解
体
工

事
②
五
泉
市
高
山

事
②
五
泉
市
高
山
3939

－－

1818
③③

倉
庫
④
平
屋
建
て
、
床
面
積

倉
庫
④
平
屋
建
て
、
床
面
積

５
１
３
・
８
㎡
⑤
遠
藤
工
業

５
１
３
・
８
㎡
⑤
遠
藤
工
業

（
阿
賀
野
市
北
本
町
）
⑥
３

（
阿
賀
野
市
北
本
町
）
⑥
３

月月
1111
日
〜
４
月

日
〜
４
月
3030
日日

■
メ
リ
ー
ウ
ェ
ブ
（
五
泉

■
メ
リ
ー
ウ
ェ
ブ
（
五
泉

市
五
十
嵐
新
田
８
４
６

市
五
十
嵐
新
田
８
４
６

－－

１
）
＝
①
ウ
エ
ル
シ
ア
五
泉

１
）
＝
①
ウ
エ
ル
シ
ア
五
泉

店
建
屋
解
体
・
撤
去
工
事
②

店
建
屋
解
体
・
撤
去
工
事
②

五
泉
市
東
本
町
２

五
泉
市
東
本
町
２

－－

６６

－－

６６

③
店
舗
④
平
屋
建
て
、
床
面

③
店
舗
④
平
屋
建
て
、
床
面

積
９
６
３
・
８
㎡
⑤
翔
建
工

積
９
６
３
・
８
㎡
⑤
翔
建
工

業（
新
潟
市
中
央
区
姥
ケ
山
）

業（
新
潟
市
中
央
区
姥
ケ
山
）

⑥
３
月

⑥
３
月
1111
日
〜
４
月

日
〜
４
月
3030
日日
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Ｃ
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新たな物流倉庫が完成
竣工式典で喜び分かつ

日精サービス

出
水
期
備
え
連
携
確
認

信
濃
川
下
流
水
防
連
絡
会
が
総
会

信
濃
川
下
流
河
川

竹田工務店らを認定
障害者、若者雇用の優良企業

新潟労働局

佐
渡
市

佐
渡
市

■
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同

■
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同

解
体
物
件

解
体
物
件
※
発
注
者（
住
所
）
＝
①
件
名

②
工
事
場
所
③
用
途
④
施
設
規

模
⑤
解
体
元
請
業
者
⑥
工
期

関係機関がオンラインで情報共有

テープカットする小林社長（中央）

自動倉庫は3630パレットを収容

完成した新倉庫の外観

新潟県

太
陽
光
発
電
の
共
同
購
入
事
業

ア
イ
チ
ュ
ー
ザ
ー
と
協
定

協定を交わす花角知事と藤井社長（右）

共同購入事業イメージ

自
動
化
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
も


